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DAQ issue?

Run81000の、検出効率
の時間変動

横軸は0-60分

検出効率は99%, or 4-50%

恐らくtrackのpurityの
問題ではない

上が検出効率
下がその分母(Track候補数)

Track候補数も非連続的
に変動する(Outerの検出
効率変動による？)



失われたクラスターの在り処

Time bucketを広げれば
検出効率は回復する

データが完全に失われて
いるわけではない

Timing instability?

Instability of timing instability…



やること

• TPC+Calo接続
• Track purityの最終確認
• MVTXのauto recoveryなどの影響という可能性を完全に排除したい

• 複数のrunへの確認
• 現在15 run程productionを走らせている
• 2025のpp, AuAu

• Barrel NIMに検出効率を載せないほうが良いのでは？
• 結果を保証できない・GMにこれを持って行って許諾が出るとは思えない

• Summer school, ISMD, JPSでのこの結果の取り扱い
• INTT内で多少の調査が進むまで見せないほうが良い？
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